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明
治
宮
廷
奥
向
攷

―
賜
り
の
人
形
を
通
し
て
―

宍

戸

忠

男

は
じ
め
に

　

明
治
時
代
の
宮
廷
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、「
表
―
お
も
て
」

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
少
し
く
「
奥
―
お
く
」
の
こ
と
も
考
察
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。「
奥
」
と
は
、
宮
中
の
奥
―
所い

わ

謂ゆ
る「
ご
内
儀
」「
奥
向

き
」
―
両
陛
下
と
皇
子
女
、
ま
た
そ
の
縁
戚
関
係
ま
で
を
含
め
て
の

生
活
空
間
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
皇
子
女
の
誕
生
か
ら

成
人
、
婚
姻
、
皇
孫
誕
生
と
そ
の
後
に
い
た
る
ま
で
の
時
間
的
経
過

に
伴
い
、
様
々
な
所ゆ

か
り縁
を
持
つ
品
々
が
遺
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
こ
で
本
攷
で
は
特
に
、
明
治
宮
廷
所
縁
の
人
形
を
通
し
て
、
江

戸
末
か
ら
維
新
期
、
そ
し
て
明
治
と
い
う
時
代
へ
の
変
化
に
よ
っ
て

そ
こ
に
生
じ
た「
モ
ノ
」の
意
義
な
ど
若
干
の
考
察
を
致
し
て
み
た
い
。

一
、「
初
参
人
形
」
の
系
譜

　

今
か
ら
十
五
年
ほ
ど
前
の
平
成
十
年
二
月
の
或
る
日
、
日
本
人
形

玩
具
学
会
人
形
玩
具
史
研
究
部
会
で
、
副
代
表
（
当
時
、
現
在
は
代

表
）
の
小
林
す
み
江
さ
ん
よ
り
二
通
の
墨
書
文
書
写
真
を
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
二
通
、
各
々
別
筆

で
、
一
通
に
は
「
明
治
十

八
歳
三
月
十
九
日
／
明
宮

様
／
御
人
形
満
ニ
附
戴
」
と

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。「
御
人
形
」
の
下
の
字

が
読
み
に
く
い
と
の
こ
と
。

一
瞬
考
え
た
が
、
こ
れ
は
「
滿
」
と

い
う
字
で
、「
み
て
」
と
読
む
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
答
え
た
。
が
、「
御

人
形
満
―
お
に
ん
ぎ
ょ
う
み
て
？
」、

「
雛
満
―
ひ
い
な
み
て
」
な
ら
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
の
だ
が
。
ま
た
、「
明
宮
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様
」、
明
治
十
八
年
頃
と
い
う
と
、

大
正
天
皇
の
御
幼
名
明は

る
の

宮み
や

様
で
あ

ろ
う
か
。

　

ま
た
も
う
一
通
の
方
は
、「
此
御

人
形
様
／
上
之
段
ニ

／
か
ざ
り
候

事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
下
の
方
で

は
よ
ろ
し
く
な
い
、
段
の
上
の
方
に

飾
る
よ
う
に
と
。
よ
ほ
ど
鄭て

い

重ち
ょ
うに
扱

わ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
か
。
実
は
こ
の
書
付
、
横
浜
人
形
の

家
に
所
蔵
さ
れ
る
「
稚ち

児ご

人
形
」
を
収
納
し
た
箱
に
貼
ら
れ
た
紙
の

墨
書
で
、
人
形
の
写
真
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。
折
し
も
同
館
で
展
示

さ
れ
て
い
る
と
の
事
。
早
速
拝
見
に
窺
う
。

　

学
芸
員
氏
の
話
し
で
は
、
或
る
古
美
術
商
の
娘
さ
ん
か
ら
の
寄
贈

と
の
こ
と
。
収
納
箱
の
内
側
に
、「
明
治
十
八
歳
三
月
十
九
日
云
々
」

の
貼
紙
が
あ
り
、「
此
の
御
人
形
様
云
々
」
の
書
付
も
貼
付
さ
れ
て

い
た
。
人
形
本
体
、
気
品
に
溢
れ
て
大
き
さ
も
立
派
。
赤
縮ち

り

緬め
ん

地
に

白
梅
の
枝
が
前
も
後
ろ
も
総
身
に
刺
繍
さ
れ
た
振
り
袖
（
こ
れ
を
宮

中
で
は
「
お
縫ぬ
い

の
御
召
し
」
と
呼
称
）
を
着
用
。
袴
は
五
歳
で
着ち
ゃ

袴つ
こ

を

済
ま
せ
て
以
降
、
公
家
童
児
が
日
常
的
に
着
用
す
る
黒
菊き

く

綴と
じ

附
の
長
ち
よ
う

絹け
ん

袴ば
か
ま。
赤
縮
緬
の
小
袖
と
相あ
い

俟ま

っ
て
祝
儀
感
に
溢
れ
、
清
楚
に
華
や

か
に
美
し
い
。

　

こ
の
、「
稚
児
人
形
―
初
参
人
形
」
が
、
明
治
宮
廷
所
縁
の
人
形

を
目
近
に
し
た
始
め
で
あ
り
、
そ
の
後
幸
い
に
し
て
幾
つ
か
の
関
連

遺
品
と
出
会
う
事
と
も
な
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
に
、「
初
参
人
形
」

の
系
譜
と
い
う
こ
と
を
通
観
し
、
少
し
考
察
し
て
み
た
い
。

1
、
江
戸
時
代
ま
で

　

近
代
明
治
宮
廷
の
前
代
、
江
戸
時
代
ま
で
の
御
所
所
縁
の
「
初
参

人
形
」
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

①安永 5 年（1776）、下御霊神社蔵
後櫻町天皇より出雲路某拜領

②　　　　　　　　　 光照院蔵

③文政 3 年（1820）倫
つねの

宮
光格上皇より拜領、　　　宝鏡寺蔵

④文政 7 年（1824）欽
はやの

宮
光格上皇より拜領、　　　　 大聖寺蔵
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賜
る
を
慣
わ
し
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
各
々
の
伝
来
品
の
由
緒
か
ら

窺
え
る
。
何
れ
に
し
て
も
賜
る
の
は
単
体
で
あ
る
。

「
裃
着
型
」　

―�

紅
縮ち
り

緬め
ん

地
刺
繍
小
袖
ニ
萌も
え

葱ぎ

繻し
ゆ

珍ち
ん

地
裃
着
用
、

髪
は
童

わ
ら
わ

髷ま
げ

姿

「
稚
児
輪
型
」
―�

紅
縮
緬
地
刺
繍
又
は
繻
珍
地
小
袖
ニ
白
長
絹

袴
着
用
、
髪
は
稚ち

児ご

輪わ

髷
姿

と
な
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
の
外
、
幾
つ
か
の
異
例
の
も
の
も
あ

る
が
、
大
方
は
こ
の
姿
の
も
の
を
賜
っ
て
い
る
。

　

こ
の
両
様
式
を
併
せ
て
一
対
と
し
た
も
の
が
、
明
治
時
代
以
降
の

宮
廷
で
、
御
初
参
内
の
皇
子
女
皇
孫
殿
下
方
に
賜
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

2
、
明
治
時
代
以
降

　

こ
の
二
様
の
系
譜
は
明
治
宮
廷
へ
も
引
き
継
が
れ
た
。
劃
期
的
な

こ
と
は
、
二
様
を
併
せ
て
男
女
児
一
対
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
両
陛
下
か
ら
皇
子
女
・
皇
族
へ
の
賜
り
と
し
て
、
か
な
り
限
定

さ
れ
た
範
囲
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
、
皇
族
間
若
し
く
は

華
族
間
の
祝
賀
に
用
い
る
場
合
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
慣
例
と
し
て
、

稚
児
輪
髷
の
童
児
を
単
体
で
用
い
る
こ
と
が
有
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
天
皇
の
第
一
皇
子
―
稚わ

か

瑞み
ず

照て
る

彦ひ
こ
の

尊み
こ
とは
明
治
六
年
九
月
十
八

日
降
誕
な
っ
た
が
同
日
薨
。
御
生
母
権
典
侍
葉
室
光
子
。
そ
の
光
子

も
四
日
後
の
九
月
廿
二
日
逝
去
。
第
一
皇
女
―
稚わ

か

高た
か

依よ
り

姫ひ
め
の

尊み
こ
とは
明

⑤
仁
孝
天
皇
よ
り
文
政
十
四
年
（
一
八
二
一
）

茂
山
忠
三
郎
十
二
歳
狂
言
初
勤
時
拝
領

↓	

茂
山
千
五
郎
氏
蔵

⑥
仁
孝
天
皇
よ
り
天
保
年
間
、
山
上
某
拜
領

↓	

山
上
六
朗
氏
蔵

↑
仁
孝
天
皇
よ
り
、
文
政
年
間
、
茂
山
正
虎

九
代
拜
領
、	

茂
山
千
五
郎
氏
蔵

⑦
孝
明
天
皇
よ
り

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

金
剛
勤
之
助
拜
領
↓
、	

金
剛　

巌
氏
蔵

↑
孝
明
天
皇
よ
り
金
剛
禎
之
助
拜
領
、

	

金
剛　

巌
氏
蔵

　

図
版
を
順
に
見
て
も
分
か
る
よ

う
に
、
公
家
の
子
弟
に
賜
る
人
形

は
江
戸
時
代
中
期
頃
よ
り
「
裃
着

型
」
を
、
ま
た
、
皇
女
方
に
は

「
稚
児
輪
型
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
更
に
、
能
・
狂
言
役
者
の
子

弟
が
御
前
初
参
勤
仕
に
は
、
公
家

の
子
弟
と
同
様
の
「
裃
着
型
」
を
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治
六
年
十
一
月
十
三
日
降
誕
、
同
日
薨
。
御
生
母
・
典
侍
橋
本
夏
子

小
桜
典
侍
、
糸
桜
典
侍
。
夏
子
も
そ
の
翌
日
に
急
逝
し
た
の
で
、

「
初
参
人
形
」
も
伝
存
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
次
に
紹
介
す

る
物
が
明
治
時
代
最
初
の
遺
品
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不

明
で
あ
る
。
恐
ら
く
元

は
一
対
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え

る
。

　

2
の
一
対
に
箱
は
無

く
、
由
緒
等
明
確
で
は

な
い
が
、
作
風
・
経
年

感
な
ど
か
ら
、「
明
治

初
期
、
十
年
前
後
頃

カ
」
と
推
定
し
た
。
こ

の
頃
の
皇
子
女
を
辿
っ

て
み
る
と
、
第
二
皇
子

の
建

た
け
の

宮み
や

敬ゆ
き

仁ひ
と

親
王
〔
明

治
十
年
九
月
廿
三
日
降

誕
（
生
母
権
典
侍
柳
原
愛

子
）、
明
治
十
一
年
七

月
廿
六
日
薨
去
二
歳
〕

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
尚
、

同
家
所
蔵
の
他
の
有
職

雛
・
た
て
雛
・
道
具
な

ど
も
一
括
の
も
の
と
考

1　

�「
御
士
人
形
」
明
治
天
皇
第
二
皇
女
梅
う
め
の

宮み
や

薫し
げ

子こ

内
親
王
〔
明
治
八
年
一
月
廿
一
日
降
誕
、
生
母
柳

原
愛
子
〕
明
治
八
年
二
月
廿
日
、
拝
領
、
赤
木
寧
子
氏
寄
贈
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵

御 

士 

人 

形

明
治
八
年
二
月
廿
日

　御
参
内
始
之
節

　御
所
よ
り
御
拜
領

桃
九
号

＊
小
袖
―
紅
縮
緬
地
竹
ニ
鶴
模
様
総
繍
、

　
　

裃
―
萌
葱
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、 

［
本
体
裏
貼
札
］

［
箱
内
側
貼
札
］

明
治
八
年
二
月
廿
日

　御
初
参
内
之
節

　御
所
よ
り
御
拜
領

　

江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
を
引

き
、
地
赤
の
縮
緬
に
総
刺
繍
、

裃
は
緞
子
地
や
繻
珍
地
で
な
く

牡
丹
唐
草
文
の
萌
葱
金
襴
地
。

こ
れ
が
、
以
降
の
定
式
様
と
な
っ
た
。
因
み
に
、
こ
の
「
御
士
人

形
」
に
「
稚
児
人
形
」
は
添
っ
て
い
な
い
が
、
初
め
か
ら
単
体
で

2　「御士人形」「稚児人形」明治十年前後頃カ、個人蔵

【
御
士
人
形
】
小
袖
―
紅
縮
緬
地
松
ニ
鶴
模
様
総
繍
、

　
　
　
　
　
　
　

裃
―
萌
葱
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、

【
稚
児
人
形
】
小
袖
―
紅
縮
緬
地
竹
ニ
霊
亀
模
様
総
繍
、

　
　
　
　
　

長
ち
よ
う

絹け
ん

袴ば
か
ま―
白
精せ
い

好ご
う

地
黒
菊き
く

綴と
ぢ

附つ
き

、

第
七
號



明治宮廷奥向攷（宍戸）427

え
ら
れ
る
。
中
で
も
、
た
て
雛
の
容
箱
の
中

に
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
に
な
っ
て
詰
め
ら
れ
て
い

た
一
枚
の
反
古
文
書
（
折
紙
）
は
一
つ
の
手

が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
下
図
参
照
）。
此

の
文
書
内
容
か
ら
、
慶
應
末
年
か
ら
明
治
初

年
頃
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
が
、
紙
面
の

こ
の
大
き
な
シ
ミ
は
何
だ
ろ
う
。
出
さ
れ
る

前
に
書
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で
何
か
を
こ
ぼ
し

て
反
古
と
し
た
か
、
そ
れ
と
も
岩
倉
洗
子
が

一
條
総
子
か
ら
受
け
取
っ
た
後
の
汚
染
か
不

明
で
は
あ
る
が
。

＊
岩�

倉
洗せ
ん

子こ

（
享
和
元
年
一
八
〇
一
～
明

治
十
七
年
一
八
八
四
）
―
英
照
皇
太

后
の
女
官
と
し
て
永
く
仕
え
た
。

＊
一�

條
総
子
（
文
政
五
年
一
八
二
二
～
明

治
廿
年
一
八
八
七
）
―
従
一
位
内

か
れ
、
お
里
の
一
條
家
へ
下
さ
れ
た
か
、
な
ど
と
幾
つ
か
の
由
諸
が

考
え
ら
れ
る
が
、
ま
だ
確
定
は
出
来
な
い
。
今
後
共
継
続
し
て
考
察

し
て
ゆ
き
た
い
。

覧
関
白
近
衛
忠
熙
息
女
、
後
に
一
條
實
良
へ
嫁
。
實
良
の

妹
美は

る

子こ

（
嘉
永
二
年
一
八
四
九
～
大
正
三
年
一
九
一
四
）
は
、

明
治
元
年
十
二
月
廿
八
日
、
明
治
天
皇
へ
入
内
。

　

此
等
の
縁
戚
関
係
を
基
に
こ
の
一
対
の
由
緒
を
考
え
て
み
る
と
、

御
形
見
と
し
て
御
祖
母
に
な
る
英
照
皇
太
后
が
戴
か
れ
、
そ
れ
を
お

付
女
官
の
岩
倉
洗
子
が
拝
領
し
た
か
。
そ
れ
と
も
昭
憲
皇
太
后
が
戴

3　

�「
御
士
人
形
」
明
治
天
皇
第
三
皇
子
明
は
る
の

宮み
や

嘉よ
し

仁ひ
と

親
王
〔
明
治
十
二
年
八
月
廿
一
日
降
誕
、
生
母
柳

原
愛
子
〕
明
治
十
二
年
九
月
～
十
月
頃
カ
拝
領
、
赤
木
寧
子
氏
寄
贈
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵

二
位
局

﹇
蓋
裏
面
﹈

明
治
十
八
歳
三
月
十
九
日

明
宮
様

御
人
形
満
ニ
附
戴

第
八
號

＊
小
袖
―
紅
縮
緬
地
松
ニ
鶴
模
様
総
繍

　
　

裃
―
萌
葱
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴

御 

士 

人 

形

桃
八
号

﹇
蓋
表
面
﹈

［
本
体
裏
貼
札
］
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3
箱
の
正
面
に
「
御
士
人
形
」
と
墨
書
さ
れ
た
こ
の
「
初
参
人

形
」
は
、
明
治
天
皇
第
三
皇
子
の
明
宮
嘉
仁
親
王
（
後
の
大
正
天
皇
）

へ
下
さ
れ
た
も
の
。

　

衣
裳
は
紅
縮
緬
地
に
松
と
鶴
の
総そ

う

繍ぬ
い

の
振
袖
に
牡
丹
唐
草
文
金
襴

の
裃
着
用
姿
。
そ
れ
に
合
わ
せ
た
か
の
様
に
、
博
物
館
で
雛
の
時
期

に
展
示
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
御
士
人
形
の
前
に
は
置
き
上
げ
彩
色
を

施
さ
れ
た
鶴
の
造
り
物
が
添
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
右
後
腰
に
提
げ
た
印
籠
と
巾
着
と
根
付
の
造
物
、
金
箔
押

し
に
置
上
げ
彩
色
が
小
物
な
が
ら
精
巧
な
造
り
で
あ
る
。

　

全
体
、
真
に
若
々
し
く
初
々
し
さ
に
溢
れ
、
想
わ
ず
「
大
き
く
丈

夫
に
育
て
よ
」
と
愛
お
し
く
想
わ
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

尚
、
こ
の
「
御
士
人
形
」
と
次
の
4
「（
稚
児
）
人
形
」、
元
は
一

対
だ
っ
た
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
書
付
、
貼
紙
墨
書
な
ど
か
ら
判
明
し

た
（
吉
德
資
料
室
、
林
学
芸
員
の
ご
教
示
も
あ
っ
て
）
の
で
あ
る
。
何
時
、

如
何
な
る
事
情
で
別
々
に
な
っ
た
の
か
知
ら
れ
な
い
が
、
今
は
そ
れ

ぞ
れ
確
り
し
た
公
の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
何
時
の
日
に
か

元
の
如
く
「
上
の
段
に
」
一
対
相
並
べ
て
飾
っ
て
差
し
上
げ
た
い
。	

　

尚
、
こ
の
賜
り
の
「
初
参
人
形
」
の
風
習
は
そ
の
後
も
大
正
天
皇

―
昭
和
天
皇
と
引
き
継
が
れ
、
戦
前
ま
で
の
皇
子
女
方
は
戴
か
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

6
の
「
初
参
人
形
」
一
対
は
、
昭
和
天
皇
第
一
皇
女
の
照
宮
様
が

ご
両
親
殿
下
か
ら
戴
か
れ
た
も
の
。
容
箱
の
蓋
前
面
中
央
に
謹
厳
な

（
表
記
ナ
シ
）

桃
七
号

明
治
十
八
歳
三
月
十
九
日

明
宮
様

御
人
形
満
ニ
附
戴

4　

�「（
稚
児
）人
形
」
明
治
天
皇
第
三
皇
子
、
明
宮
嘉
仁
親
王〔
明
治
十
二
年
八
月
廿
一
日
降
誕
、
生

母
柳
原
愛
子
〕
明
治
十
二
年
九
月
～
十
月
頃
カ
拝
領
、
守
口
乃
冨
子
氏
寄
贈
、
横
浜
人
形
の
家
蔵

（
＊
本
体
高
28
・
5
㎝
）

＊
小
袖
―�

紅
縮
緬
地
白
梅
ニ
霊
亀
模
様
総
繍
、

　

長
ち
ょ
う

絹け
ん

袴
―�

白
精
好
地
黒
菊
綴
附
、

此
御
人
形
様

上
之
段
ニ

か
ざ
り
候
事

第
九
號

［
箱
内
側
貼
札
］

［
本
体
裏
貼
札
］

る
楷
書
で
「
裃
人
形
」「
稚
児
人
形
」
と
記
さ
れ
、
明
治
期
に
は

「
御
士
人
形
」
と
称
さ
れ
て
い
た
の
が
、
大
正
の
末
に
は
「
裃
人
形
」

と
な
り
、
そ
れ
ま
で
呼
称
不
明
だ
っ
た
女
児
の
方
は
「
稚
児
人
形
」

と
称
さ
れ
て
い
た
の
が
分
か
っ
て
貴
重
で
あ
る
。
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5「鶴亀人形」明治天皇第七皇女 周
かねの

宮
みや

房
ふさ

子
こ

内親王〔明治廿三年一月廿八日誕、母園祥子〕御初参内の節拝領、 
〈「浩宮さまご誕生慶祝展」（昭和 35 年 3 月 8 日～ 13 日、於、日本橋三越）型録より、林氏提示〉

裃
人
形

紅
梅
印

大
正
十
五
年
三
月
二
十
九
日

　初
御
參
拜
ノ
節

　兩
殿
下
ヨ
リ
御
戴

﹇
蓋
裏
面
﹈

稚
児
人
形

紅
梅
印

大
正
十
五
年
三
月
二
十
九
日

　初
御
參
拜
ノ
節

　兩
殿
下
ヨ
リ
御
戴

﹇
蓋
裏
面
﹈

［
蓋
前
面
］

［
蓋
前
面
］

6�　「裃人形」「稚児人形」昭和天皇第一皇女 照
てるの

宮
みや

成
しげ

子
こ

内親王（大正十四年十二月六日誕、昭和十八年十月、東久邇宮盛
厚王婚嫁）大正十五年三月二十九日拝領、個人蔵
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ま
た
、
こ
の
頃
は

完
全
に
化
学
染
料
の

時
代
で
、
紅
地
と
い

う
よ
り
赤
地
の
染
め

色
が
モ
ダ
ン
に
美
し

い
。

　

7
は
、
同
じ
く
第

四
皇
女
の
順
宮
様
が

戴
か
れ
た
も
の
。

二
、「
御お

台だ
い

人
形
」
の
系
譜

　

平
成
十
年
二
月
に
稚
児
人
形
の
書
付
を
見
せ
ら
れ
た
少
し
後
、
小

林
す
み
江
さ
ん
か
ら
再
び
次
の
よ
う
な
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

吉
徳
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
る
「
御
台
人
形
（
鶴
・
亀
）」
二
台
の
墨
書

類
と
の
こ
と
。

　
「
鶴
」「
亀
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
を
意
匠
化
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。「
鶴
」
は
松
と
紅
・
白
梅
の
作
り
枝
に
鶴
の
親
子
と
亀
が

遊
び
、
そ
の
傍か

た
わら
に
波
に
飛ひ

鶴か
く

模も

様よ
う

総そ
う

繍ぬ
い

の
腹
掛
け
・
で
ん
ち
（
袖

無
し
）
を
着
た
、「
く
る
い
（
狂
）
人
形
」
の
童
子
が
立
ち
居
る
情
景

を
表
し
て
い
る
。「
亀
」
は
、
岩
に
竹
と
紅
・
白
梅
の
作
り
枝
が
生

え
る
蓬ほ

う

莱ら
い

山
を
背
に
載の

せ
た
霊れ
い

亀き

が
車
台
に
乗
り
、
総そ
う

繍ぬ
い

の
腹
掛

け
・
で
ん
ち
（
袖
有
り
）
を
着
た
く
る
い
の
童
子
人
形
が
曳ひ

く
躰て
い

。

1
「
亀
」
一
居
、
大
正
天
皇
（
明
治
十
二
年
八
月
三
十
一
日
降
誕
）
御
幼
時
御
料
、
吉
徳
資
料
室
蔵

7�　「裃人形」昭和天皇第四皇女 順
よりの

宮
みや

厚
子内親王（昭和六年三月七日誕、昭和
廿七年十月池田隆政婚嫁）拝領（昭和
廿八年三月、降嫁後の初雛に際してカ。
林氏提示）

御 

臺 

人 

形

桃
廿
一
号

〔
箱
葢
前
貼
札
墨
書
〕

〔
箱
葢
前
墨
書
〕

明
治
十
八
歳
三
月
十
九
日

明
宮
様

　御
人
形
満
尓
附
戴

　

〔
箱
前
葢
内
側
貼
札
墨
書
〕

昭
憲
皇
太
后

　御
拜
領
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こ
の
人
形
の
収
納
さ
れ
て
い
る
桐
箱
の
蓋ふ

た

前
面
に
は
謹
厳
な
楷か
い

書し
ょ

で
、「
御お

臺だ
い

人に
ん

形ぎ
よ
う」
と
墨
書
。
こ
れ
は
、
明
宮
様
に
御
祝
儀
と
し
て

下
さ
れ
た
時
、
宮
に
仕つ

か

え
る
者
の
手
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
「
桃
廿
一
号
」
の
墨
書
張
札
。
こ
ち
ら
は
、
親
王
御
殿
に
於
け
る

桃
の
節
供
飾
り
の
通
し
番
号
で
あ
ろ
う
。
ま
た
蓋
内
側
の
「
昭
憲
皇

太
后　

御
拜
領
」
の
墨
書
は
、
美は

る

子こ

皇
后
が
昭
憲
皇
太
后
と
称
号
さ

れ
た
後
に
記
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
後
か
ら
の
書
入
れ
で
は
あ
る
が
、

「
御
拝
領
」
と
表
記
さ
れ
る
方
は
限
ら
れ
た
方
と
な
る
。
そ
れ
は
、

「
明
宮
様
」
が
昭
憲
皇
太
后
よ
り
御
拝
領
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

尚
、
張
紙
の
墨
書
「
明
治
十
八
歳
三
月
十
九
日
／
明
宮
様
／
御
人

形
満
尓
附
戴
」
は
、
明
治
十
八
年
三
月
の
明
宮
様
御
人
形
満
に
際
し

戴
い
た
御
方
に
近き

ん

侍じ

す
る
者
が
墨
書
し
て
張
り
付
け
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
何
れ
に
し
て
も
、
横
浜
人
形
の
家
の
稚
児
人
形
の
「
明
治
十
八

歳
／
柳
原
家
云
々
」
と
全
く
の
同
筆
。「
桃
七
号
」
と
「
桃
廿
一
号
」

も
同
筆
。
一
連
の
も
の
と
な
る
。

　

も
う
一
居
の
「
鶴
」
の
方
の
容
箱
の
前
蓋
に
は
何
の
墨
書
・
貼
紙

も
な
い
。
そ
の
蓋
裏
の
真
中
に
「
昭
憲
皇
太
后　

御
拜
領
」、
そ
の

左
端
に
は
別
畢
で
「
柳
原
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の

御
台
人
形
が
大
正
天
皇
の
御
生
母
で
い
ら
し
た
早さ

わ
ら
び蕨
の
典
侍
―
柳
原

愛
子
の
実
家
、
柳
原
家
に
下
さ
れ
た
時
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2　
「
鶴
」
一
居
、
大
正
天
皇
（
明
治
十
二
年
八
月
三
十
一
日
降
誕
）
御
幼
時
御
料
、
吉
徳
資
料
室
蔵

［
箱
葢
前
］

［
箱
葢
裏
墨
書
］

昭
憲
皇
太
后

　御
拜
領

       

　

     

柳
原
家

　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、

「
御
台
人
形
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、

史
料
か
ら
沿
革
を
辿
り
、
実
際
の
伝
存

遺
品
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
意

義
な
ど
を
少
し
考
え
て
み
た
い
。

　

幕
末
か
ら
維
新
期
、
更
に
戦
前
ま
で

の
御
所
―
宮
廷
に
於
い
て
最
も
多
く
用
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い
ら
れ
た
の
は
、
何
と
申
し
て
も
、
約
三
等
身
に
誇
張
し
た
「
く
る

い
人
形
」
―
い
わ
ゆ
る
「
御
所
人
形
」
で
あ
る
。
白
く
ふ
っ
く
ら
と

し
た
子
供
の
姿
を
か
た
ど
っ
た
体
躯
、
赤
子
の
あ
ど
け
な
さ
を
た
た

え
た
「
這
い
〳
〵
」
や
、
幼
児
の
無
邪
気
な
顔
相
の
座
児
。
ま
た
、

童
児
の
キ
リ
ッ
と
し
た
表
情
を
と
ら
え
た
立
子
な
ど
。
江
戸
時
代
初

期
、
世
の
中
の
落
ち
着
き
と
共
に
盛
ん
と
な
っ
た
人
形
製
作
と
愛
好
。

中
期
頃
ま
で
は
、
人
形
一
体
そ
の
も
の
を
愛
玩
し
た
り
飾
っ
た
り
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
頃
か
ら
、
こ
の
「
く
る
い

人
形
」
に
各
種
作
り
物
や
「
毛
植
え
」
の
動
物
な
ど
を
取
り
合
わ
せ

て
台
に
飾
り
立
て
て
趣し

ゅ

向こ
う

を
凝こ

ら
し
た
も
の
が
御
所
内
、
ま
た
、
幕

府
・
将
軍
家
と
の
交
際
の
贈
答
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

人
形
が
、
飾
る
こ
と
―
鑑
賞
を
目
的
と
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
人
形
の
担に

な

っ
た
用
途
―
玩
ぶ
、

ま
た
は
身み

代が

わ
り
と
し
て
災
厄
を
負お

う
カ（

タ形

シ代

ロ）

的
な
、
実
用
と
し

て
の
も
の
―
か
ら
す
る
と
、
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ

は
、
御
所
の
人
形
の
持
つ
格
調
の
高
さ
か
ら
す
れ
ば
、
自
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
御
所
の
人
形
た
ち
は
実
用
と

い
う
こ
と
を
離
れ
て
、
純
粋
な
鑑
賞
の
み
に
も
堪た

え
ら
れ
る
ほ
ど
の

内
面
的
充
実
と
、
感
性
の
極き

わ

ま
り
が
図は
か

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

1
、
江
戸
時
代
ま
で
の
諸
例

イ
、「
台だ
い

在あ
り

人
形
」
―
将
軍
家
へ
の
言こ
と

伝づ
て

物も
の

　

文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
四
月
、
光
格
天
皇
宝
算
四
十
四
の
御
代
、

京
都
所
司
代
・
酒
井
讃
岐
守
忠
進
が
江
戸
へ
出
（
帰
）
府
す
る
に
際

し
、
御
所
よ
り
将
軍
家
へ
の
言こ

と

伝づ
て

物も
の

（
贈
進
物
）
が
用
意
さ
れ
た
が
、

そ
の
決
定
過
程
を
記
し
た
史
料
に
『
公
武
御
用
日
記
』（
山
科
忠
言
自
筆
原
本
、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
が
あ
り
、
五
月
一
日
に
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
、�

今
日
、
関
東
江
御
言
傳
物
并
讃
岐
守
へ
の
下
さ
れ
物
左
の

如
し
、

　

�

禁
中
与
里
竹
千
代
江
御
人
形
毛
植
鶴
五
羽
、
雌
雄
雛
、
松
あ
し
ら
ひ
、
在
臺
、

　

中
宮
与
里
竹
千
代
江
手　

遊
造
花
車
、

　

�

東
宮
与
里
竹
千
代
江
御
人
形
毛
植
鶏
、
雌
雄
雛
五
羽
、
竹
あ
し
ら
ひ
、
在
臺
、

　　

と
あ
る
。
禁
中
よ
り
竹た

け

千ち

代よ

（
十
一
代
将
軍
家い
え

斉な
り
世
子
家い
え

慶よ
し
後
に
十
二
代
将
軍
）
へ

は
、
人
形
を
主
と
し
て
そ
れ
に
毛け

植う
え

の
鶴
五
羽
を
取
り
合
わ
せ
て
、

そ
れ
ら
を
台
（
桐
の
板
に
刳く

り
型
の
あ
る
脚
を
附
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
）

に
載の

せ
、
松
の
作つ
く

り
枝え
だ

を
あ
し
ら
っ
て
遊
ば
せ
た
「
台だ
い

在あ

り
人
形
」

一
基
を
贈
ら
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

中
宮
〔
欣よ

し

子こ

内
親
王
三
十
六
歳
〕
よ
り
は
、
造
花
車
の
手
遊
物
。
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東
宮
〔
惠あ
や

仁ひ
と
十
五
歳
、
後
の
仁に
ん

孝こ
う

天
皇
〕
よ
り
は
、
や
は
り
人
形

を
主
と
し
て
、
そ
れ
に
毛
植
の
鶏

に
わ
と
り―
雌し

雄ゆ
う

と
雛
合
わ
せ
て
五
羽

を
竹
に
あ
し
ら
い
、
こ
れ
も
や
は
り
台
在
り
と
し
た
も
の
。

　

斯か

様よ
う

に
、
台
の
上
に
種
々
の
作
り
物
を
取
り
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ

た
、「
台だ

い

在あ
り

」
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

御
所
を
最
も
象
徴
的
に
表
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
「
台
在
人
形
」

が
将
軍
家
へ
の
言こ

と

伝づ
て

―
「
あ
い
さ
つ
」
の
贈
進
物
と
さ
れ
た
。
将
軍

若
君
へ
の
「
言
伝
物
」
と
は
申
し
て
も
、
単
な
る
贈
り
物
で
は
な
い
。

そ
れ
は
御
所
か
ら
将
軍
家
へ
と
い
う
、
子
供
を
通
し
て
の
大
人
世
界

の
交
際
に
伴
う
重
要
な
贈
答
儀
礼
で
あ
っ
た
。
人
形
と
は
言
っ
て
も

単
な
る
人
形
で
は
な
く
、
御
所
の
格
式
と
感
性
を
典
型
的
に
示
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
に
適か

な

う
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

ロ�

、「
台だ
い

附つ
き

人
形
」
―
和
宮
へ
春
の
献
上
物
の
御
返
し
、
お

年
玉
と
し
て

　

か
く
も
趣
き
あ
る
台
に
乗
っ
た
人
形
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か

け
て
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
押お

し

小の
こ

路う
じ

甫な
み

子こ

日
記
』（
自
筆
原
本
、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
文
久
四
（
一
八
六
四
）
年
正
月
廿
九
日
条
に
は
、「
一
、

和
宮
様
え
春
の
御
返
し
、
御
年
玉
、
類

（
る
い

題だ
い
）
一
は（
箱
）こ

（
中
略
）、
御

祥（
し
ょ
う

忌き
）
の
御
（
お
た

尋ず
ね
）ニ
御
菓
子
參
る
、
女
中
一
統
よ
り
見（
み

事こ
と

成な
る
）臺
附
の
人
形

一
は
こ
、
御
年
玉
ニ
上
る
、」
と
し
て
、
女
官
一
同
か
ら
「
見
事
な

る
台だ

い

附つ
き

の
人
形
」
一
箱
を
御
年
玉
と
し
て
和
宮
様
に
上
げ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

ハ
、
孝
明
天
皇
疱
瘡
献
上
物

　

慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
十
二
月
の
孝
明
天
皇
疱ほ
う

瘡そ
う

に
際
し
て
は
、

多
く
の
「
台
附
人
形
」
が
諸
臣
よ
り
献
上
さ
れ
た
。『（
山
科
）
言と
き

成な
る

卿き
ょ

記う
き

』（
自
筆
原
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
同
月
十
九
日
の
条
に
、
童
子

二
人
が
牛
に
乗
っ
た
り
曳ひ

い
た
り
し
て
い
る
場
面
を
、「
ゲ
ス
板
ノ

中
・
前
等
に
根ね

笹ざ
さ

・
躑つ
つ
じ躅
・
小
松
抔と
う

の
植
た
る
有
り
」
と
し
て
、

種
々
の
草
花
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
様
子
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

箱
の
寸
法
は
「
高
サ
一
尺
五
六
寸
ば
か
り
、
横
弐
尺
ば
か
り
」
と
あ

る
。
巾
が
60
糎
程
、
高
さ
が
45
～
48
糎
程
で
あ
れ
ば
、
中
に
入
る
台

の
大
き
さ
は
巾
57
～
58
糎
、
高
さ
40
糎
ほ
ど
。
随
分
と
大
き
な
台
乗

り
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
大
き
さ
は
、
次
に
紹
介
す
る
明
治
以
降
の

「
御
台
人
形
」
の
大
き
さ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

2
、
明
治
宮
廷
の
諸
例

　

時
が
移
り
、
御
所
も
東
京
へ
遷う

つ

っ
た
明
治
宮
廷
に
於
い
て
、
皇
子

女
皇
孫
へ
折
々
に
賜
わ
る
人
形
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
台
乗
り
の
様

式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宮
中
に
於
け
る
呼こ

称し
ょ
うも
、
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
か
ら
の
賜
わ
り
と
言
う
意
も
あ
っ
て
で
あ
ろ
う
、

「
御お

台だ
い

人
形
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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イ
、
明
は
る
の

宮み
や

と
「
御お

人に
ん

形
ぎ
ょ
う

満み
て

」

「
御
人
形
満
」

　

明
宮
が
戴
か
れ
た
御
台
人
形
に
記
さ
れ
た
「
御
人
形
満
」
と
い
う

こ
と
、
こ
の
こ
と
を
少
し
考
え
て
み
た
い
。「
雛
満
（
ひ
い
な
み
て
）」

と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
和
宮
の
史
料
に
も
『
雛

ひ
い
な

満み
て

記き

』（
観
行
院
自
筆
原
本
、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
実
際
の
様
子
が
理
解
さ
れ
る

の
だ
が
、「
御
人
形
満
」
と
は
初
耳
で
あ
る
。「
明
治
十
八
歳
三
月
」

―
明
治
十
二
年
の
降こ

う

誕た
ん

か
ら
、
此こ

の
年
に
は
数か
ぞ

え
七
歳
に
成
り
、
学

齢
に
達
す
る
歳
と
な
る
。

「
雛
満
」
と
「
人
形
満
」

　

江
戸
時
代
ま
で
の
御
所
に
あ
っ
て
は
十
三
歳
ま
で
は
男
女
の
性
に

よ
る
隔
て
は
無
く
、「
童
」
と
し
て
同
様
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
着
衣

に
見
れ
ば
、
男
児
女
児
共
に
赤あ

か

地じ

総そ
う

繍ぬ
い

の
お
召め

し
を
着
用
。
五
、
六

歳
で
着
袴
儀
の
後
は
男
女
共
に
袴
を
着
用
。

　

十
六
歳
の
六
月
に
袖そ

で

留と
め

の
儀
を
挙あ

げ
る
ま
で
は
共
に
振
袖
。
十
三

歳
の
雛
満
を
迎
え
る
ま
で
は
、
毎
年
雛
を
賜
る
の
が
江
戸
時
代
中
期

以
来
の
佳か

例れ
い

で
あ
っ
た
。『
嘉
永
年
中
行
事
』（
勢
多
章
甫
編
著
、
明
治
二
一
年
刊
）

に
は
「
三
月
朔
日
、
雛
人
形
」
の
事
と
し
て
、「
幼
年
の
宮
方
へ
ひ

ゐ
な
參
る
。
十
三
歳
迄
の
事
な
り
。」
と
し
て
、
男
・
女
児
共
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、「
御
台
人
形
」
に
記
さ
れ
た
明
治
十
八
年
三
月
前
後
の

こ
と
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
背
景
が
見
え
て
来
る
。

　
親
王
教
育
の
事

　
『
明
治
天
皇
紀
』（
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
編
、
昭
和
四
三
年
、
吉
川
弘

文
館
）
明
治
十
八
年
三
月
十
日
条
に
、

是
よ
り
先
、
天
皇
深
く
嘉

（
よ
し

仁ひ
と
）
親
王
の
教
養
に
関
し
、
軫
（
し
ん

念ね
ん
）を

労
せ
ら
る
ゝ
所
あ
り
。
客

（
か
く

年ね
ん
）
八
月
二
十
九
日
、
侍
従
長
徳
大

寺
實
則
に
内

（
な
い

旨し
）
を
授
け
た
ま
ひ
、
正
二
位
嵯
峨
實
愛
を
し
て
明

宮
御
用
掛
た
ら
し
め
ん
と
す
。（
中
略
）
是
の
日
遂
に
實
愛
を

明
宮
御
用
掛
と
為
し
、
隔
日
に
出
仕
し
、
諸
事
明
宮
御
養
育
主

任
侯
爵
中
山
忠
能
と
相
議（

は
か
）り
て
養
育
の
事
に
當
（
あ
た
）ら
し
む
。

と
あ
る
。
明
治
天
皇
は
、
将
来
天
皇
と
な
る
明
宮
の
養
育
に
心
を
砕

か
れ
て
嵯
峨
實
愛
を
御
養
育
掛
に
任
命
さ
れ
、
更
に
、
同
月
二
十
八

日
条
に
、

嘉
仁
親
王
御
稽
古
を
始
む
。
是
れ
よ
り
先
明
治
十
六
年
七
月
、

（
中
略
）
皇
族
保
育
教
養
の
方
法
を
立
つ
べ
き
を
陳
じ
、
同
年

九
月
實
美
及
び
左
大
臣
熾

（
た
る

仁ひ
と
）
親
王
連
署
し
て
、
明
宮
既
に
満

四
歳
に
達
し
た
る
を
以
て
、
禁
中
に
幼
稚
園
を
設
け
、
近
傍
に

御
殿
及
び
保（

ほ

傅ふ
）
の
邸
宅
を
造
り
、
其
の
園
に
於
て
徳
智
體
三
育

の
端
を
開
き
、
廣
く
事
物
に
接
し
、
耳
目
を
聡
明
に
し
、
以
て

文
武
の
學
藝
に
進
む
べ
き
こ
と
を
上
奏
し
、
禁
中
幼
稚
園
設
置
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の
要
件
を
具
申
す
。（
中
略
）、

是
の
年
、
親
王
既
に
七
歳
に
達
す
。
修
学
の
事
愈

（
い
よ

々い
よ
）
怱
に
す

べ
か
ら
ず
、
仍
り
て
二
月
、
侍
講
元
田
永
孚
に
命
じ
て
學
則
竝

び
に
日
課
表
を
編
せ
し
む
。
其
の
要
旨
は
、
親
王
教
育
の
法
徳

性
を
自
然
に
涵

（
か
ん

養よ
う
）し
、
知
識
を
漸
（
ぜ
ん

次じ
）
に
發
（
は
つ

揚よ
う
）す
る
を
以
て
要
旨

と
し
、（
中
略
）、

是
の
月
新
殿
に
徒
る
に
及
び
、（
二
月
）
二
十
四
日
明
宮
出
仕

の
女
官
及
び
祗（

し

候こ
う
）
等
を
誡
（
い
ま
し
）め
て
、
御
前
に
於
て
進
（
し
ん

退た
い

擧き
ょ

止し
）
に

意
し
、
言
語
を
慎
み
、
徳
性
を
害
す
る
こ
と
な
か
ら
し
む
。
是

の
日
新
殿
に
於
て
始
め
て
御
稽
古
あ
り
。
勘
解
由
小
路
資
生
を

召
し
て
日
課
を
受
け
、
三
十
一
日
又
堤
松
子
を
召
し
て
唱

（
し
ょ
う

歌か
）

を
學
習
す
。
是
れ
よ
り
（
近
衛
）
忠
熈
・（
高
辻
）
修
長
・
資

生
・
松
子
等　

交
々
に
候
し
て
日
課
を
上
る
。

親
王
御
學
問
所
に
あ
る
や
洋
服
を
召
し
て
椅
子
に
侍
り
、
學
友

と
倶

（
と
も
）に
學
び
、
女
子
の
供
奉
す
る
を
禁
じ
、
以
て
動
作
活
發
な

ら
ん
こ
と
を
力
む
。

天
皇
、
親
王
の
學
科
に
就
き
て
叡
慮
あ
ら
せ
ら
れ
、
嘗

（
か
つ
）て
永
孚

に
唱
歌
の
こ
と
を
告
げ
て
曰
く
、
明
宮
唱
歌
に
雀
・
鳥
等
普
通

尋
常
の
歌
詞
を
用
ふ
る
は
不
可
な
り
。
御
用
掛
西
村
茂
樹
・
同

高
崎
正
風
等
と
議
り
、
古
長
歌
等
の
中
に
採
り
、
別
に
恰
好
の

歌
詞
を
製
作
し
、
松
子
を
し
て
作
曲
せ
し
む
べ
し
と
。

又
新
殿
の
常
居
の
間
、
供
進
所
に
近
き
を
以
て
親
王
の
行
儀
等

の
た
め
宜
し
か
ら
ず
と
し
、
旨
を
永
孚
に
授
け
て
改
む
る
所　

あ
ら
し
む
。

等
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
宮
七
歳
を
迎
え
ら
れ
、
明
治
天
皇
の
思お

ぼ

召し
め

し
を
以
て
親
王
教
育
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
日
本
国
の
帝
王
た
る
に
相ふ

さ
わ応
し
い
御
方
と
な
る
た
め
の
教
育
が

始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
『
明
治
天
皇
紀
』
に
よ
っ
て
も
、
細
か
な
こ
と
に
至

る
ま
で
叡え

い

慮り
ょ

を
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
識
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更

に
、
女
子
の
供ぐ

奉ぶ

す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
る
な
ど
、
か
く
ま
で
親
王

の
御
教
育
に
御
心
を
砕
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ロ
、
時
代
の
要
請
と
宮
廷
の
実
情

　

こ
の
明
宮
の
時
に
至
っ
て
、
何な

に

故ゆ
え

七
歳
を
も
っ
て
「
人
形
満
」
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
、
此
の
明
治
十
八
年
時
、
宮
中
に

皇こ
う

胤い
ん

を
伝
え
る
皇
子
女
は
明
宮
た
だ
一
人
で
い
ら
し
た
。
既す
で

に
皇
子

女
六
方
の
早そ

う

逝せ
い

を
や
む
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
唯
一
の
皇
子

の
、
健
や
か
に
弥い

や

増ま

し
に
強
健
に
と
の
御
意
切
な
る
も
の
が
あ
ら
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

皇
子
、
皇
女
で
い
ら
し
て
も
、
京
の
御
所
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し

て
こ
ら
れ
た
時
代
と
は
も
う
違
う
。
十
三
歳
ま
で
悠ゆ

う

々ゆ
う

と
、
子
供
世

界
の
ま
ま
に
い
ら
れ
る
時
代
で
は
無
く
な
っ
た
。
七
歳
と
い
う
年
齢

に
達
せ
ら
れ
る
を
契け

い

機き

と
し
て
、
降こ
う

誕た
ん

以
来
催
さ
れ
て
き
た
毎
年
三
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月
の
「
ひ
い
な
事
」
を
、
七
歳
で
早
々
に
終
了
と
い
う
こ
と
に
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
や
男
子
、
こ
れ
は
「
雛
事
」
だ
け
で
な
く

人
形
全
て
を
含
め
て
―
子
供
の
遊
び
ご
と
を
止
め
る
と
い
う
意
味
に

於
い
て
、「
人
形
満
」
と
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ハ
、
皇
女
方
へ
の
賜
り

　

3
の
容
箱
の
蓋
前
面
に
は
何
の
表
記
も
な
く
、
右
上
隅
に
「
Ｌ
」

と
記
さ
れ
た
小
さ
な
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
の
み
。
箱
の
中
左
側

に
「
明
治
廿
二
年
云
々
」
墨
書
貼
紙
が
あ
り
、
そ
の
下
部
に
「
高
輪

御
殿
」
の
朱
印
。
高
輪
御
殿
は
明
治
二
十
四
年
に
造
営
さ
れ
、
こ
の

第
六
皇
女
常
宮
昌
子
内
親
王
と
第
七
皇
女
周
宮
房
子
内
親
王
（
明
治
廿
三

明
治
廿
二
年
一
月
四
日

聖
上
ヨ
リ
常
宮
へ
被
進
高
輪
御
殿

御
母
宮
様
の

 

御
品
御
ゆ
ず
り

德
印

御
雛

第
四

明
治
二
十
五
年
三
月
三
日

皇
后
宮
ヨ
リ
被
進

4　

�「
高た
か

砂さ
ご

」
一
居
、「
明
治
二
十
五
年
三
月
三
日
／
皇
后
宮
ヨ
リ
被
進
」
德
印　

朝
香
宮
旧
蔵
、

　
　

＊
御
初
節
句
之
節
、
明
治
天
皇
第
八
皇
女
富
美
宮
允
子
内
親
王
拝
領
、
熱
田
神
宮
蔵

3　

�「
鶏と
り

合あ
わ
せ」
一
居
、「
明
治
廿
二
年
一
月
四
日
／
聖
上
ヨ
リ
被
進
」
長
印 
＊
お
年
玉
ニ
竹
田
宮
旧
蔵
、

常
宮
（
昌
子
内
親
王
、
明
治
天
皇
第
六
皇
女
、
明
治
廿
一
年
九
月
三
十
日
誕
）
拝
領
、
根
津
美
術
館
蔵

↓
［
箱
内
側
貼
札
墨
書
］

←
［
葢
前
墨
書
］

［
箱
葢
前
墨
書
］

高

　砂

［
台
裏
貼
札
墨
書
］

［
箱
内
側
貼
札
墨
書
］

［
台
後
側
貼
札
墨
書
］

年
一
月
廿
八
日
誕
）
が
此
所
で
御
養

育
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
月
四
日
と
い
う
日
付
か

ら
し
て
、
お
そ
ら
く
新
年
の

「
お
年
玉
」
と
し
て
の
賜
り
で
あ
ろ
う
。
尚
こ
の
御
台
人
形
、
内
親

王
へ
下
さ
れ
た
物
と
し
て
は
最
も
初
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

4
こ
の
人
形
を
容
れ
る
箱
の
蓋
裏
の
貼
紙
に
「
明
治
二
十
五
年
三

月
三
日
／
皇
后
宮
ヨ
リ
被
進
」
と
墨
書
が
有
る
。
ま
た
、
別
の
小
さ

な
貼
紙
に
記
さ
れ
た
「
德
印
」
と
は
、
明
治
天
皇
第
八
皇こ

う

女じ
ょ

富ふ

美み
の

宮み
や

允の
ぶ

子こ

内
親
王
（
明
治
二
十
四
年
八
月
七
日
誕
）
の
御
初
節
供
に
際
し
て
、

皇
后
陛
下
よ
り
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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尚
ま
た
、
台
の
裏
に
は
「
御
母
宮
様
の
御
品
御
ゆ
ず
り
」
と
あ
る
。

お
子
様
の
何
方
か
が
戴
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
斯
様
に
し
て
賜
り
の

お
人
形
は
所
縁
の
方
に
、
大
事
に
大
事
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ニ
、
皇
孫
殿
下
方
ヘ
の
賜
り

　

明
治
四
十
年
代
に
な
る
と
、
降
嫁
さ
れ
た
内
親
王
方
に
次
々
と
皇

孫
が
誕
生
さ
れ
、
御
初
参
内
・
お
年
玉
・
御
節
句
・
御
誕
辰
な
ど

折
々
に
賜
わ
る
こ
と
と
成
っ
た
。
そ
れ
ら
の
何
点
か
を
紹
介
致
し
、

そ
の
お
気
持
ち
を
拝
察
申
し
た
い
。

6　
「
狆
曳
ニ
松
竹
梅
」
一
居
、
北
白
川
宮
佐
和
子
女
王

　
　

皇
太
后
陛
下
ヨ
リ
拝
領
、
東
園
家
旧
蔵　

明
治
神
宮
蔵

5　

�「
鶴
龜
」
一
居
、
大
正
二
年
十
二
月
九
日
、
聖
上
ヨ
リ
北
白
川
宮
佐さ

和わ

子こ

女
王
、
御
初
参
内
ニ
付
拝
領
、

吉
徳
資
料
室
蔵

京 
人 
形

桃
印

〔
箱
葢
内
側
貼
札
墨
書
〕

〔
蓋
前
面
墨
書
〕鶴

亀
人
形

大
正
二
年
十
二
月
九
日

聖
上
ヨ
リ

     

御
初
参
内
ニ
付
／
桃
印

［
台
裏
貼
札
墨
書
］

京 

人 

形

桃
印

〔
箱
葢
内
側
貼
札
朱
書
〕

〔
蓋
前
面
墨
書
〕

狆
曳
ニ
松
竹
梅

　

5
は
、
北
白
川
宮
佐
和
子
女
王
が
御
初
参
内
に
戴
か
れ
た
も
の
。

箱
の
葢
前
面
中
央
に
、「
京
人
形
／
鶴
亀
人
形
」
と
墨
書
が
あ
り
、

右
上
に
「
桃
印
」
の
朱
書
貼
紙
。
台
の
後
に
「
聖
上
よ
り
」
と
記
さ

れ
た
小
さ
な
貼
紙
。「
聖
上
」
は
大
正
天
皇
。

　
「
鶴
亀
人
形
」
名
の
通
り
、
鶴
と
亀
の
天
冠
を
着
け
た
童
子
人
形

二
体
が
老
松
に
紅
白
梅
竹
の
華
麗
な
作
り
物
の
前
に
立
つ
様
を
表
し

た
も
の
。
童
子
の
着
衣
は
「
鶴
」
に
は
梅
に
飛
鶴
、「
亀
」
に
は
竹

に
亀
の
模
様
が
刺
繍
で
表
さ
れ
、
即
位
さ
れ
て
間
も
な
い
聖
上
か
ら

の
賜
り
に
相
応
し
く
華
や
か
に
美
し
い
。

大
正
三
年
三
月
六
日

皇
太
后
陛
下
ヨ
リ
御
頂
き

　
　
　
　
　沼
津
に
て
／
桃
印 ［

箱
葢
前
面
］

［
箱
内
側
貼
札
墨
書
］
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6
は
、
昭
憲
皇
太
后
よ
り
大
正
三
年
三
月
六
日
、
沼
津
御
用
邸
で

頂
か
れ
た
も
の
。
こ
の
翌
月
四
月
十
一
日
に
は
大
切
な
る
の
で
、
皇

太
后
か
ら
は
最
後
の
賜
り
の
御
台
人
形
と
な
る
。
通
常
の
二
尺
幅
に

対
し
て
、
異
例
の
半
分
（
一
尺
二
、
三
寸
）
ほ
ど
の
幅
で
あ
る
。
衣

裳
の
腹
掛
け
や
で
ん
ち
も
赤
縮
緬
地
の
ま
ま
で
、
刺
繍
も
全
く
な
い
。

　

明
治
と
い
う
時
代
の
終
焉
を
想
わ
せ
る
様
な
、
深
々
と
し
た
も
の

を
感
じ
て
な
ら
な
い
。

む
す
び
に

　
「
明
宮
様
〈
後
の
大
正
天
皇
〉
人
形
満み
て

」
の
関
連
遺
品
を
通
し
て
、

明
治
宮
廷
奥
向
の
時
代
背
景
と
親
王
教
育
と
い
う
こ
と
を
少
し
考
え

て
み
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に
連
な
る
い
く
つ
か
の
人
形
を
通
し
て
、

「
モ
ノ
」
に
託
し
て
の
「
御
意
」
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
み
た
。

　

江
戸
時
代
、
皇
族
や
公
家
の
子
女
が
初
め
て
参
内
し
た
と
き
に
戴

く
衣
裳
着
の
人
形
を
、
近
代
以
降
の
人
形
研
究
者
は
「
初
参
人
形
」

と
称
し
た
。
そ
れ
は
、
童
ま
げ
姿
の
男
児
人
形
、
も
し
く
は
稚
児
輪

ま
げ
姿
の
女
児
人
形
で
あ
っ
た
り
、
何
れ
に
し
て
も
一
体
の
み
を
戴

く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、
明
治
以
降
の
宮
廷
で
は
男
女
児
一
対

の
も
の
と
し
て
、
そ
れ
も
良
質
の
衣
裳
を
着
せ
て
、
皇
子
女
若
し
く

は
皇
孫
ま
で
の
限
定
し
た
範
囲
の
方
だ
け
に
賜
る
と
い
う
、
非
常
に

特
殊
化
し
た
モ
ノ
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
な
る
下
さ
れ
も

の
で
は
な
く
、「
た
だ
〳
〵
平
安
に
無
事
に
育
っ
て
く
れ
」
と
い
う

熱
き
御
意
の
こ
も
っ
た
「
モ
ノ
―
人
形
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

そ
れ
を
戴
い
た
方
は
よ
り
鄭
重
に
扱
い
、
重
く
受
け
留
め
、「
此
御

人
形
様
、
上
之
段
ニ
か
ざ
り
候
事
」
と
し
て
扱
っ
た
の
で
あ
る
。
御

子
様
か
ら
御
孫
様
へ
と
大
事
に
大
事
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
、
戦
後
の
世
の
中
の
一
変
で
や
む
を
得
ず
手
放
さ
れ
た
り
し
て
、

民
間
に
少
し
づ
つ
流
出
し
、
平
成
に
至
っ
て
漸
う
我
々
の
目
に
す
る

こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
成
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　

今
、
こ
う
し
て
御
由
緒
順
に
並
べ
て
拝
す
る
と
き
、
そ
こ
に
通
底

す
る
「
御
意
」
の
深
さ
を
想
い
、
感
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。「
人

形
」
に
託
さ
れ
た
「
た
だ
ひ
た
す
ら
な
る
想
い
」
で
あ
る
。

附
記　

本
攷
一
、「
初
参
人
形
」
の
系
譜
の
導
入
部
、
及
び
二
、「
御
台
人
形
」

の
系
譜
～
２
の
ロ
、「
時
代
の
要
請
と
宮
廷
の
実
情
」
ま
で
は
、「
日
本
人

形
玩
具
学
会
誌
」
第
一
六
号
（
二
〇
〇
五
年
三
月
発
行
）
に
発
表
の
、「
明

治
宮
廷
の
人
形
と
雛
攷
―
遺
品
と
記
録
か
ら
そ
の
意
義
を
考
え
る
―
」
よ

り
一
部
を
抄
出
、
編
成
を
換
え
て
引
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
は

全
て
本
攷
初
発
表
で
あ
る
。（

國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
兼
任
講
師
）


